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一般演題　K　甲状腺

226．99m　Tc－pertechnetateによる甲状腺の

　　　Functional　lmaging
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　99mTcO4－，ガソマカメラ，　on・line　comPuter　system

により甲状腺のfunctional　imagingを試み，甲状腺の

局所的，全体的機能および形態を簡便に検索する方法を

考案した．

　患老は2週間のヨード制限を行い，ピンホールコリメ

ー
ター装着ガンマカメラを頸部体表より10cmの距離に

設定し，99mTcO4一約5mCi静注直後より10秒毎，64×

64matrixで20分間頸部放射能のsequential　mapをon－

line　computer　system（東芝製DAP　5000N）に収集し

た．このdataは統計的変動を減少させるため1分毎の

sequential　mapに変換し，　matrix上の64×64本の集積

曲線について次のparameterを算出した．即ち

　　　　　　　　　2e　Sum　Tc20　ratio＝Σ｛（C20／Ct）－1｝
　　　　　　　　　　t＝1
　ここでC20は静注20分後のcountを，またCtは静注

t分後のcountを示す．算出値を相応するmatrixの各

mesh上に配置し，ブラウン管に濃度として描出し，こ

のimageをポラロイドカメラで撮影した．

　甲状腺の機能充進部ではSum　Tc20　ratioは高値とな

り，機能正常部と良好な分離がみられた．進行した慢性

甲状腺では不規則な分布がみられ，Cold　nodule部は低

値のため欠損像として表示されたが，特に悪性腫瘍は負

の値となる傾向があり，別に負の値の絶対値によるima・

geを作成して診断の助けとした．

　本法は99mTc　O4一の投与量を測定する必要がなく，短

期間に局所機能および形態を観察し得，患者と測定器間

のgeometryによる誤差が無視し得，また臓器の厚さに

よる濃度差のない像が得られ，またt311に比し被曝線量

を軽減させ得ること等種々の利点があり，ルーチン検査

としても価値があると考えられる．測定時間短縮のため

10分間の測定によるSum　Tc　10　ratioについても検討中

である．
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　われわれは第14回日本核医学会総会において，19？Hg

C12による甲状腺癌シンチグラムについて検討し，甲状

腺腫瘍の鑑別診断に有用な検査法であることを報告し

た．しかし腫瘍が小さい場合には，シンチグラムではそ

の陽性描画に限界があることを知った．そこで，われわ

れは197HgCl21．0～1．5mCiを静注，20～24時間後に手

術を施行し採取した甲状腺腫瘍，周辺の正常甲状腺，所

属リンパ節，筋肉等の各小組織片および同時に採血した

血液の放射能をウェルタイプ・シンチレーショソカウン

ターで測定し，湿重量19当りのcpm値を計算し，各

各の比率を算出した．

　甲状腺癌においては，腫瘍組織中への197Hg　Cl2のと

りこみは周辺の甲状腺組織　筋肉，血液にくらべて単

位重量当りカウント数は高値を示した．腺腫は一般に

197Hgシンチグラムで陰性像を示す傾向を認めたが，　1

部のものは陽性像を示し，また単位重量当りカウント数

も高値を示すものがあった．また癌のリンパ節転移にお

いては，血液，筋肉にくらべて，ig7HgC12の摂取は著明

であった．

　以上の成績は197HgCl2による甲状腺シソチグラムの

成績を裏付けるとともに，シンチグラムで描画されない

小さな腫瘍の鑑別，あるいはリンパ節転移の発見に有用

であると考える．
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